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身体障害者補助犬と楽しめる優しいまちづくりを目指して1 
 
 
はじめに 
	 地域商業のまちづくりの一環として、身体障害者補助犬が観光施設や商業施設などへ
同伴しやすいまちづくりを目指す研究をするものである。 
	 身体障害者補助犬法の周知は年々上昇しているようではあるが、そこには多くの問題
が山積されている。 
	 そこで、身体障害者補助犬ユーザーが訪れやすく過ごしやすい、優しいまちづくりに
必要な設備や施策について調査していくが、これらの整備は、国内外からの観光客招致
にも重要である。つまり、多くの身体障害者補助犬のユーザーが安心して訪れることが
できる環境整備は、地域の質を高める不可欠な要素の一つとなる。 
	 本研究は、身体障害者補助犬のユーザーが安心して外出できるまちづくりを考える一
端として、身体障害者補助犬用のトイレ設置について考察、研究を行った。身体障害者
補助犬法が施行されて以来、社会における認知度は徐々に高くなっているが、身体障害
者補助犬のユーザーが補助犬と一緒に安心してどこへでも外出できる環境には程遠い
というのが現状である。なかでも、身体障害者補助犬のユーザーが、外出時にネックに
なると考えるのが身体障害者補助犬のトイレである。自然の多い場所であれば、何なり
と策はあるが、コンクリートとアスファルトに固められたまちでは人目も気になるであ
ろうし、補助犬も落ち着いて用を足すことができないだろう。そこで、本研究は、身体
障害者補助犬と楽しめる優しいまちづくりとして、身体障害者補助犬用トイレの普及を
目指す有益性を計ることを念頭に行った。 
	 研究対象としては、まず、名古屋市へ伺い、名古屋市の現状のヒアリングを行ったの
ち、身体障害者補助犬用トイレを有している区役所や福祉会館、空港、博物館や商店街
（百貨店）、ホテルなどを訪れ、実態および管理状況を視察・調査研究を行った。 
 
１、	 調査対象場所 
１）	 名古屋市・・・名古屋市健康保健福祉局障害福祉部障害企画課	  
２）	 東京都・・・	 東京国際空港（羽田空港）、世田谷区役所、 
	 	 	 	 	 	 	 	 中野マルイ（中野区）、京王プラザホテル（新宿区） 
                                            
1 本稿は地（知）の拠点整備事業（COC 事業）（2014 年度地域志向教育研究経費、名古屋学院
大学）研究課題の助成による研究成果の一部である。 
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３）	 北海道札幌市・・・豊平区役所	  
４）	 沖縄県・・・	 	 	 那覇空港、沖縄県立博物館・美術館 
５）	 福岡県福岡市・・・福岡市役所（保健福祉局障がい者在宅支援課） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （環境局循環型社会推進部収集管理課） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （保健福祉局高齢社会部高齢社会政策課） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 福岡市天神商店街	 （福岡市中央区天神２丁目） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 心身障がい福祉センター（あいあいセンター） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 福岡市市民福祉プラザ（ふくふくプラザ） 
  ６）	 静岡県・・・	 	 	 富士山静岡空港 
 
２、	 研究・調査報告 
１）名古屋市	 健康福祉局障害福祉部障害企画課	 訪問 
	 本研究をはじめるにあたり、名古屋市における補助犬用トイレの有無および補助犬ユ
ーザーからの設置への要望の有無についてお伺いした。 
	 現時点では、名古屋市には補助犬用トイレは設置されておりず、また、トイレ設置の
要望も特に出されていない。仮に設置するとしても、利用頻度や補助犬の数なども勘案
し、他の障害者の方とのバランスを考えて予算を執行していく必要があるとのことであ
った。 
	 また、名古屋市では障害者に対する「合理的配慮」2の考え方の一つとして、補助犬
用トイレという「場所」を提供するのではなく、ペット用のトイレシートのようなもの
を用意するという方面からの配慮も要望があれば考えていきたいと話された。 
 
２）東京都 
	 ①	 東京国際空港（羽田空港） 
	 首都東京の玄関口として知られる東京国際空港は、1 日平均１８万人が利用している。
世界の空港の中でも４番目に旅客数が多いと言われている空港である。 
	 国際線ターミナルの建物内に、「補助犬トイレ」が設置されている。補助犬用トイレ
を設置している空港の多くが野外に設置しているのに対して、この空港では建物内に設
置されているのが特徴的である。 
	 2010 年に設置されたこのトイレの利用状況については、まだ少ないようであるが、
                                            
2 名古屋市障害者雇用促進法の一部改正に伴う障害者の差別の禁止と合理的配慮の提供につい
て（平成 28 年４月施行） 
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設備は個室となっており、シャワーやダストボックスが備えられてある。トイレは施錠
されているが、トイレの隣にある「空港案内所」が鍵の管理（写真右）をしており、容
易に利用することができる。 
	  
【写真１】東京国際空港国際線ターミナル	 「補助犬トイレ」（左）案内所（右） 
 
	  
【写真２】東京国際空港	 トイレ内（写真左）、世田谷区役所（写真右） 
 
②	 世田谷区役所 
	 世田谷区は東京 23 区の東部に位置し、人口 22 万人余りが住む、都内有数の住宅密
集地域であり、在外公館や大学がある住宅地域である。区役所は住宅密集地にあり、数
棟ある区役所の建物と建物の間に「ほじょ犬用トイレ」が設置されてあった。 
	 トイレには補助犬のマークは掲示してあったが、あまり認知されておらず、利用者が
少ない、または全くないことが伺える。 
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③	 中野マルイ（東京都中野区） 
	 JR と東京メトロの中野駅から徒歩２分ほどのところにある６階建ての商業施設であ
る。西側入り口の緑地スペースに「補助犬用トイレ」が設置されている。このトイレに
は、水道の設備が整っており、中庭のオープンスペースに施錠なく設置してあるため、
利用しやすい状況にあると言える。ホームページには「補助犬用トイレ」の設置案内も
あり、「利用の際は売り場係員にお声をかけてください」というお知らせがある。 
 
	  	  
	 	  
【写真３】中野マルイ	 補助犬用トイレ（表示には「一般のペットのご利用はご遠慮く
ださい」の案内があり、補助犬のために設置されたトイレである	 写真右下） 
 
③	 京王プラザホテル（新宿区） 
○	 宿泊部	 ゲストリレーションズ支配人へのインタビュー 
	 都庁の前に位置している高級ホテルであり、各国のお客様をお招きするホテルである。
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このホテルでは、福祉への関心が高く、従業員からの自然なお客様へのおもてなしの考
えから、ユニバーサルルームの設置だけではなく、ホテルで初めてとなる「ほじょ犬用
トイレ」のアイデアが出され、設置したとのことであった。 
	 補助犬同伴のユーザーにとって、都心での補助犬のトイレの確保は難しいと言えるが、
安心して利用できる宿泊施設となっている。 
	 補助犬用トイレには、シャワーやゴミ箱も用意され、毎日、お掃除の方によるチエッ
ク、清掃が行われ、また、ホテルの部屋には補助犬用のマットやエサを入れるボールな
ども用意されている。 
 
 
ユニバーサルルーム紹介（京王ホテル作成） 
 
	  
【写真４】京王プラザホテル正面玄関の近くに設置、便利で広々としているトイレ 
 
３）北海道札幌市豊平区役所 
○	 市民部総務企画課庶務係の方へのインタビュー 
	 この補助犬用トイレは、区役所に勤務する職員さんが盲導犬を同伴して勤務していた
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ことから、設置されたという経緯をもつ。この職員さんの退職後も補助犬を同伴する区
役所利用者のために設置している。 
	 設置場所は身障者用駐車スペースのスロープに隣接しており、訪問した日は雪が積も
っていたが、看板もあり誰もがわかりやすい場所にあった。 
 
	 	  
【写真５】豊平区役所正面玄関（左）	 スロープの横にあるトイレ（右） 
 
	  
【写真６】屋外に設置されていたが、屋根の下にあり（左）看板設置も（右） 
 
４）沖縄県 
①	 那覇空港 
	 日本国内の空港で利用者数が第６位である那覇空港は、沖縄地域のハブ空港であり、
国内の機関空港の一つに位置付けられている。 
	 那覇空港では、空港利用者サービス改善のため、2009 年 9 月、国内線旅客ターミナ
ルに隣接して「ほじょ犬専用トイレ」を設置した。そして、2014 年 2 月にオープンし
た新国際線旅客ターミナルに隣接して、二つの「ほじょ犬専用トイレ」を設置している。 
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○	 那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所（沖縄バリアフリー旅行ツアーセン
ター）の方へのインタビュー 
	 トイレは施錠してあるが、空港案内所で鍵を管理しているので、トイレは空港使用時
間内ならいつでも利用できる。 
	 「ほじょ犬専用トイレ」の構造は、１m ほどの塀に囲まれた駐車スペースほどの広
さで、広々としており大型の補助犬もゆったりと使用できる。トイレ内には砂場や水道
蛇口、スコップ、ほうきなども用意され、これらも案内所で管理をしている。 
	 ただ、ペットの利用は禁止しているが、塀が低いため、塀を越えてペットを入れ、ト
イレを使用して、後始末をしていない状況を発見することがある。この施設は補助犬の
ための施設であり、少なくとも利用後は後始末をし、補助犬のユーザーがいつでも快適
に使用できるように協力して欲しいとのことであった。 
 
	  
【写真７】	 那覇空港国内線旅客ターミナル	 補助犬専用トイレ 
 
	  
【写真８】	 那覇空港国際線旅客ターミナル	 表示（左）補助犬用トイレ（右） 
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②	 沖縄県立博物館・美術館 
	 沖縄県立博物館・美術館は、沖縄の自然・歴史・文化に関する資料を体系的に研究・
収集・保存している文化的拠点である。手話解説やハンズオン展示など鑑賞におけるバ
リアフリーを積極的に目指し、実施する施設となっている。 
	 「補助犬用トイレ」は、正面玄関入り口の身障者用駐車場の横に設置してあり、那覇
空港と同じ設計となっている。ゲートは施錠されており、鍵は案内所で管理されている。 
 
	  
	  
【写真９】沖縄県立博物館・美術館の補助犬用トイレ 
 
５）福岡県福岡市 
	 ①	 福岡市天神の街角 
	 福岡市天神の繁華街に設置されている「盲導犬専用トイレ」は、2003 年、全国初、
街角に設置されたものである。造りは、鉄筋造平屋建で、今回視察した中では最も頑丈
で独立した建物となっている。 
	 設置にあたっては、福岡市の市民団体「盲導犬公共トイレ実行委員」がチャリティー
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イベントなどを通して３年間で集めた資金から500〜600万円相当をかけて設置したも
ので、設置後は福岡市に寄贈され、現在は福岡市が有している公衆トイレ 22 か所の一
つとして管理、清掃を行っている。 
○	 保健福祉局障がい者在宅支援課でのインタビュー 
	 「盲導犬専用トイレ」の使用は、一般の公衆トイレと同様に、24 時間いつでも利用
できるようにしており、特に時間的な制限や施錠をするといったことは考えておらず、
あくまで使い勝手の良い状況にしておきたいとのことであった。 
	 また、寄贈された「盲導犬専用トイレ」は、一般の公衆トイレが設置されているよう
な公園ではなく、公道上に設置されているため、3 年ごとの公道占有許可の更新が必要
な立地に建てられているということである。 
○	 環境局循環型社会推進部収集管理課でのインタビュー 
	 そもそも、「盲導犬専用トイレ」の整備等については、この部署で担当するものでは
なく、どこにも属さないものであったが、寄贈後の維持管理について担当を引き受けた。
維持管理は、毎日１回午前中の清掃（床の清掃、洗浄、内外壁の洗浄、排水口・ドア・
照明器具などの動作確認等）によって行われている。 
	 建物は完全な個室ではなく、通行人から「盲導犬専用トイレ」の中が容易に見られる
状況にある。雨風を凌げることができる独立した建物であるため、盲導犬ユーザー以外
の人が建物内に立ち入り、盲導犬がトイレを利用できなかったという報告が、維持管理
されてから 10 年ほどの間で 1〜2 回あったようである。 
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【写真 10】福岡天神	 盲導犬専用トイレ 
 
②	 心身障がい福祉センター（あいあいセンター）	  
	 福岡市には、上記天神の繁華街以外に、あと二つ補助犬が利用できるトイレが設置さ
れており、いずれも社会福祉に関連する施設である。 
	 心身障がい福祉センター（あいあいセンター）の「盲導犬専用トイレ」は、敷地内の
屋根付き駐車場の横に設置されており、洋式のトイレを活用したもので、水道やホース
なども完備されてあった 
	  
【写真 11】心身障がい福祉センター（あいあいセンター） 
 
③	 福岡市市民福祉プラザ（ふくふくプラザ） 
	 福岡市市民福祉プラザ（ふくふくプラザ）の「補助犬トイレ」は、建物の地下駐車場
のエレベーターホールに設置されていた男性用トイレをリノベーションしたもので、画
期的な活用方法となっている。 
○	 福岡市市民福祉プラザ（ふくふくプラザ）施設管理者へのインタビュー 
	 この「補助犬トイレ」も洋式トイレを活用したものだが、運用開始後に補助犬ユーザ
ーからの要望を取り入れ、ハーネスをかけるフックやシャワーの位置を変更するなど、
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利用者が使いやすいように工夫しているとのことであった。 
	 また、天神の「盲導犬専用トイレ」は 500〜600 万円ほどの費用がかかっているが、
この施設では、男子トイレを改修しただけなので費用は 100 万円程度であった。 
○	 福岡市保健福祉局高齢社会部高齢社会政策課でのインタビュー 
	 動物の毛や糞尿について、トイレで下水へ流すことの可否は、下水道法などにおいて
明確にされておらず、補助犬用トイレの設置については、設置ごとに特別な許可が必要
であるとのことである。さらに、今後、博多駅周辺にも補助犬が利用できるトイレの設
置が計画されていると話された。 
 
	 	  
	  
【写真 12】福岡市市民福祉プラザ（ふくふくプラザ）補助犬トイレ 
	 	 	 	 	 補助バーの案内点字にも「補助犬トイレ」の文字がある（右下） 
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６）静岡	 富士山静岡空港 
	 2009 年に開港した富士山静岡空港は、日本で初めて「補助犬のトイレ」を設置した
空港である。これは、「搭乗前に補助犬の排泄をする適当な場所がなく、悩みのタネだ
った」という補助犬ユーザーの声を受けて、静岡の NPO 法人の協力によって設置され
たものである。 
	 「補助犬のトイレ」は、空港ターミナルビルから離れた駐車場スペースの近くにコン
クリートを打ったものであり、床には傾斜があり、水も流せるようになっている。 
	   
【写真 13】富士山静岡空港	 「補助犬のトイレ」 
 
 
おわりに 
	 補助犬用トイレについては、実際の利用状況が少ないのが現実である。厚生労働省が
発表する実働頭数で、盲導犬 984 頭、介助犬 74 頭、聴導犬 57 頭（2015（平 27）年
11 月 1 日現在）という数字をみれば、当然のことである。 
	 しかし、身体障害者補助犬法による「welcome! ほじょ犬」のマークは、飲食店や公
共施設など、いたるところで目にする機会が増えており、補助犬という存在の認知度を
高めることに大きな役割を果たしている。 
	 今では、まだまだ、出会うことの少ない補助犬であるが、認知度を高めていくととも
に、人と同様にトイレを必要とする「頑張ってくれている動物」であることの周知が、
さらなる理解を高め、そして卑劣な被害を防止することに繋がるのではないか。 
	 つまり、利用状況と設置による費用対効果は重要であるが、現実的な利用状況だけで
はなく、「トイレがあると安心する」という生きた存在として補助犬を認識してもらえ
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る。そうした効果も、補助犬用トイレには期待できると考える。そして、そうした生身
の存在への関心が、一つの切っ掛けとなり、福祉などへの関心に繋げることができれば、
ノーマライゼーションを推進する優しいまちづくりに貢献することになるだろう。 
	 2014 年 10 月には、成田国際空港にも補助犬用トイレが設置された（第１・第２旅客
ターミナルに一つずつ）。国際線出国手続き後のエリアに設置されたこのトイレは、長
期フライト前に利用でき、世界中の補助犬を視野にいれたものである。最近の訪日外国
人の増加や 2020 年にオリンピックを開催するわが国にとって、ささやかではあるが、
優しい「おもてなし」の施設となることが期待される。 
